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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第59期

第３四半期
累計期間

第60期
第３四半期
累計期間

第59期

会計期間
自　2022年４月１日

至　2022年12月31日

自　2023年４月１日

至　2023年12月31日

自　2022年４月１日

至　2023年３月31日

売上高 （千円） 13,061,162 14,122,645 16,893,408

経常利益 （千円） 596,083 1,337,798 515,984

四半期（当期）純利益 （千円） 493,267 888,582 302,973

持分法を適用した場合の
投資利益又は投資損失（△）

（千円） △65 － △65

資本金 （千円） 922,939 922,939 922,939

発行済株式総数 （株） 9,105,290 9,105,290 9,105,290

純資産額 （千円） 6,268,395 6,910,472 6,081,804

総資産額 （千円） 11,691,663 11,407,434 11,029,657

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 54.78 99.78 33.74

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 53.6 60.6 55.1
 

　

回次
第59期

第３四半期
会計期間

第60期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 2022年10月１日

至 2022年12月31日

自 2023年10月１日

至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.76 31.64
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

２．第60期第３四半期の持分法を適用した場合の投資利益又は投資損失（△）は、関連会社が存在しないため記

載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

当第３四半期累計期間（以下「当第３四半期」という。)におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の

「５類移行」による経済活動の正常化等に伴い、緩やかに回復しつつあります。一方で、原材料・資源価格の高

騰、円安進行による物価上昇や不安定な国際情勢の長期化等、依然として予断を許さない状況が続いております。

食品・外食業界におきましては、節約志向が根強い市場環境の下で、原材料価格に加え、人件費、物流費、光熱

費等の高騰による収益の圧迫が継続しています。こうした諸コストのさらなる上昇も見込まれている中、経営環境

は厳しさを増しております。

このような経営環境の中で、当社は2023年度(2024年３月期）から2026年度（2027年３月期）までの事業運営に関

する「中期経営計画2026」を策定し、経営理念である「食と食の文化を通じてお客様に満足と幸せを提供する」こ

とを一貫して追い求め、「食の安全・安心」を第一に掲げて、「“おいしい”で世界をつなぐ」をミッションに、

業績の向上と財務体質の改善を図り、経営基盤の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は14,122百万円（前年同四半期比8.1％増）、営業利益は1,322百万円

（同147.6％増）、経常利益は1,337百万円（同124.4％増）、四半期純利益は888百万円（同80.1％増）となりまし

た。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

食品事業

食品事業におきましては、食品スーパー、生協等の小売市場における価格転嫁により消費者の生活防衛意識は依

然として高く、家庭用分野では食料品の買い控えが続いております。一方で、経済活動の正常化に伴う人流や消費

活動の回復により、主要販売先である業務用分野は堅調に推移いたしました。

このような状況の中、業務用の主力である外食業界をはじめ、スーパー惣菜・ベーカリー市場の強化、家庭用冷

凍ピザの新商品発売等、積極的に家庭用市場の開拓を進めるとともに、コロナ渦により希薄になりがちであった取

引先との関係強化、及び展示会への積極的な参加等による新規販路の獲得に努めてまいりました。本年（2024年）

11月の創業60周年を記念して、これまで培った技術やノウハウを結集した本格冷凍ピザ「THE PIZZA」２品の発売に

続き、北海道八雲町に新設した「八雲ピザ工房」にて、生地・トッピングにこだわったデルソーレ史上最上級の

「北海道PIZZA」４品の製造を開始、2023年10月より発売いたしました。また、当社の主力商品であるトルティー

ヤ、ピタパンを活用した、時短向上と食品ロス削減に資する「＃おうちロスプロジェクト」を継続し、レシピ動画

サイトやYouTubeを通じても発信しております。

海外ビジネスについては、北欧リトアニアの海外パートナー企業との連携を深めヨーロッパの本格的な冷凍パン

の販売を強化するとともに、アメリカ産冷凍チーズの販売も積極的に推進しております。また輸出については海外

からの引き合いも増加しており、円安を追い風に取引を加速させ、今後は当事業の重要な柱として育成してまいり

ます。

販売管理面では、売上規模に見合った在庫水準の適正化や、物流効率化の取り組み等を引き続き進めておりま

す。

この結果、当第３四半期の売上高は11,838百万円（前年同四半期比7.8％増）、セグメント利益は1,738百万円

（同57.3％増）となりました。
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外食事業

外食事業におきましては、オフィス立地の集客が回復しつつある一方で、原材料価格の高騰に加え、人手不足に

よる採用コストの増加やパート時給の上昇等により、依然として厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、コロナ禍における変化対応で培った筋肉質なコスト構造を定着させつつ、既存店の更なる

質の向上に取り組んでおります。具体的には食材ロス低減の取り組み、人員配置の最適化や在庫管理、家賃の減免

等、徹底したコストコントロールを実施するとともに、テイクアウトブランドの強化による収益改善に引き続き注

力してまいりました。

また、「おめで鯛焼き本舗」を当社における成長ドライバーとして位置づけ、百貨店や商業施設への催事出店や

お土産需要の高い「キャラクター人形焼き」の販売を中心とした「守り」から「攻め」への転換を図るべく取り組

んでおります。

この結果、当第３四半期の売上高は2,300百万円（前年同四半期比9.9％増）、セグメント利益は70百万円（前年

同四半期はセグメント損失28百万円）となりました。

 
②　財政状態の状況

（資産の部）

当第３四半期会計期間末（以下「当第３四半期末」という。）における総資産は、前事業年度末（以下「前期

末」という。）から377百万円増加し、11,407百万円となりました。流動資産合計は、売掛金が1,248百万円増加

した一方、商品及び製品が82百万円、原材料及び貯蔵品が121百万円それぞれ減少したこと等により、782百万円

増加し6,788百万円となりました。固定資産合計は、有形固定資産合計が22百万円、投資その他の資産合計が383

百万円それぞれ減少したこと等により、404百万円減少し4,619百万円となりました。

（負債の部）

当第３四半期末における負債合計は、前期末から450百万円減少し、4,496百万円となりました。流動負債合計

は、未払法人税等が171百万円増加した一方、1年内返済予定の長期借入金が200百万円、役員退職慰労引当金が

405百万円それぞれ減少したこと等により、467百万円減少し3,106百万円となりました。固定負債合計は、資産除

去債務が24百万円が増加したこと等により、17百万円増加し1,390百万円となりました。

（純資産の部）

当第３四半期末における純資産は、前期末から828百万円増加し、6,910百万円となりました。配当金の支払い

による89百万円の減少の一方で、四半期純利益888百万円の計上により、利益剰余金は799百万円増加しました。

 

(2)　会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容」の重

要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(3)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,105,290 9,105,290
東京証券取引所

スタンダード市場 
単元株式数は100株で
あります。

計 9,105,290 9,105,290 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年12月31日 ― 9,105,290 ― 922,939 ― 1,125,651
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式 200,100 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 8,901,700 89,017 ―

単元未満株式 　普通株式 3,490 ― ―

発行済株式総数  9,105,290 ― ―

総株主の議決権 ― 89,017 ―
 

（注）１「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が 200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式92株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

 （自己保有株式）
 株式会社デルソーレ

東京都江東区有明３丁目
４番10号

200,100 ― 200,100 2.20

計 ― 200,100 ― 200,100 2.20
 

 

２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2023年10月１日から2023年12月

31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、明

星監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,649,350 1,381,784

  売掛金 2,702,163 3,950,350

  商品及び製品 973,340 891,258

  原材料及び貯蔵品 506,657 385,398

  その他 174,035 179,431

  流動資産合計 6,005,546 6,788,224

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 4,480,127 4,402,388

    減価償却累計額 △3,209,035 △3,165,159

    建物（純額） 1,271,091 1,237,228

   機械及び装置 3,502,874 3,579,890

    減価償却累計額 △2,146,568 △2,308,464

    機械及び装置（純額） 1,356,305 1,271,426

   その他 1,440,271 1,521,782

    減価償却累計額 △493,923 △479,043

    その他（純額） 946,348 1,042,738

   有形固定資産合計 3,573,746 3,551,393

  無形固定資産 10,106 11,300

  投資その他の資産   

   その他 1,441,508 1,057,765

   貸倒引当金 △1,250 △1,250

   投資その他の資産合計 1,440,258 1,056,515

  固定資産合計 5,024,111 4,619,209

 資産合計 11,029,657 11,407,434

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,088,181 2,031,158

  1年内返済予定の長期借入金 260,000 60,000

  未払法人税等 42,711 214,014

  賞与引当金 141,355 52,998

  役員退職慰労引当金 405,048 -

  資産除去債務 102,599 16,899

  その他 534,456 731,283

  流動負債合計 3,574,351 3,106,354

 固定負債   

  長期借入金 210,000 165,000

  退職給付引当金 530,476 547,132

  役員退職慰労引当金 220,094 239,178

  資産除去債務 375,488 399,854

  その他 37,442 39,442

  固定負債合計 1,373,502 1,390,607

 負債合計 4,947,853 4,496,961
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 922,939 922,939

  資本剰余金 1,259,205 1,259,205

  利益剰余金 3,965,977 4,765,509

  自己株式 △87,436 △87,436

  株主資本合計 6,060,685 6,860,217

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 21,118 50,255

  評価・換算差額等合計 21,118 50,255

 純資産合計 6,081,804 6,910,472

負債純資産合計 11,029,657 11,407,434
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 13,061,162 14,122,645

売上原価 8,150,106 8,617,117

売上総利益 4,911,056 5,505,527

販売費及び一般管理費   

 給料手当及び福利費 1,259,283 1,228,408

 賞与引当金繰入額 34,920 35,341

 退職給付費用 32,326 24,708

 役員退職慰労引当金繰入額 30,403 24,036

 荷造運搬費 1,108,618 1,007,191

 その他 1,911,235 1,863,133

 販売費及び一般管理費合計 4,376,786 4,182,820

営業利益 534,269 1,322,707

営業外収益   

 受取利息 7 11

 受取配当金 16,770 10,813

 受取手数料 604 615

 受取賃貸料 1,807 180

 助成金収入 41,754 -

 受取保険金 - 8,728

 その他 9,650 7,675

 営業外収益合計 70,594 28,024

営業外費用   

 支払利息 3,022 2,626

 支払保証料 5,094 5,094

 工場閉鎖損失 - 2,859

 その他 664 2,353

 営業外費用合計 8,781 12,933

経常利益 596,083 1,337,798

特別損失   

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 11,650 12,710

 固定資産売却損 505 -

 減損損失 5,706 -

 固定資産除却損 - 2,608

 特別損失合計 17,862 15,318

税引前四半期純利益 578,221 1,322,479

法人税、住民税及び事業税 130,507 264,568

法人税等調整額 △45,553 169,328

法人税等合計 84,953 433,896

四半期純利益 493,267 888,582
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年12月31日)

減価償却費 338,468千円 274,031千円
 

 

(株主資本等関係)

　前第３四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日
58期定時株主総会

普通株式 109,261 12.00 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 
　当第３四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月28日
59期定時株主総会

普通株式 89,050 10.00 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

                                                                    　　　　　　　　　（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
食品事業 外食事業

売上高    

　一時点で移転される財又はサービス 10,969,531 2,071,836 13,041,367

　一定の期間にわたり移転される財又はサービス
 
－
 

19,795 19,795

　顧客との契約から生じる収益 10,969,531 2,091,631 13,061,162

　外部顧客への売上高 10,969,531 2,091,631 13,061,162

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

10,868 － 10,868

計 10,980,400 2,091,631 13,072,031

セグメント利益又は損失（△） 1,105,083 △28,964 1,076,118
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,076,118

全社費用（注） △498,077

棚卸資産の調整額 180

四半期損益計算書の税引前四半期純利益 578,221
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

                                                                    　　　　　　　　　（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
食品事業 外食事業

売上高    

　一時点で移転される財又はサービス 11,825,939 2,275,240 14,101,180

　一定の期間にわたり移転される財又はサービス － 21,464 21,464

　顧客との契約から生じる収益 11,825,939 2,296,705 14,122,645

　外部顧客への売上高 11,825,939 2,296,705 14,122,645

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

12,092 3,579 15,671

計 11,838,031 2,300,285 14,138,316

セグメント利益 1,738,680 70,967 1,809,647
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,809,647

全社費用（注） △487,028

棚卸資産の調整額 △139

四半期損益計算書の税引前四半期純利益 1,322,479
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

EDINET提出書類

株式会社デルソーレ(E00488)

四半期報告書

13/17



 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項(セグメント情報等)」に記載の通りであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
 至 2022年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 54円78銭 99円78銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 493,267 888,582

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 493,267 888,582

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,004 8,905
 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

2024年１月11日、当社製品在庫の一部を寄託する他社営業倉庫にて火災が発生し、一部の製商品の供給について

支障が生じました。出荷ルートの見直し等により、順次出荷を再開しておりますが、現時点におきましては、当該

火災による影響額を合理的に見積もることは困難な状況であります。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年２月９日

株式会社デルソーレ

取締役会  御中

 

明星監査法人

東京都千代田区
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 福   島   泰   三  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　内　　　　　純  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社デル

ソーレの2023年４月１日から2024年３月31日までの第60期事業年度の第３四半期会計期間（2023年10月１日から2023年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社デルソーレの2023年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半

期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できな

くなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認

められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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